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［
増
補
］　
浮
か
れ
し
世
界
が
夢
の
跡
─
─
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
哲
学
的
再
構
築

一
　「
折
り
返
し
点
」
の
総
括

　
本
書
は
、
一
九
九
九
年
に
創
文
社
か
ら
刊
行
し
た
初
版
『
他
者
へ
の
自
由
─
─
公
共
性
の
哲
学
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
の
増
補

新
装
版
で
あ
る
。
創
文
社
が
解
散
し
た
た
め
、
同
社
か
ら
一
九
八
六
年
に
刊
行
し
た
初
版
『
共
生
の
作
法
─
─
会
話
と
し
て
の
正
義
』

と
と
も
に
、
勁
草
書
房
に
よ
っ
て
再
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
共
生
の
作
法
』
の
場
合
と
同
様
、
本
体
は
改
変
せ
ず
、
本
書
の
意

義
に
関
す
る
現
在
の
私
の
「
自
己
分
析
」
を
、
自
著
解
説
文
と
し
て
末
尾
に
付
し
た
い
。

　
初
版
『
共
生
の
作
法
』
は
私
の
最
初
の
著
書
で
あ
り
、
本
書
初
版
は
著
書
と
し
て
は
「
第
二
作
」
で
あ
る
。
第
二
作
を
出
す
ま
で
に

約
一
三
年
か
か
っ
た
の
は
、
怠
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
書
き
た
く
て
も
書
け
な
い
行
き
詰
ま
り
（w

riter ’s block

）
に
突
き
当
た

っ
て
い
た
か
ら
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
様
々
な
論
文
の
執
筆
に
追
わ
れ
て
忙
し
く
、
本
に
ま
と
め
る
余
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
一
作
の
初
版
『
共
生
の
作
法
』
を
出
し
た
三
二
歳
前
後
か
ら
第
二
作
の
本
書
初
版
を
刊
行
し
た
四
五
歳
前
後
ま
で
の
間
、
私
は
第
一

作
で
提
示
し
た
正
義
論
を
基
底
に
置
い
て
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
哲
学
的
に
再
定
義
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
法
的
・
政
治
的
含
意
を
明
ら
か

に
す
る
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
。
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こ
の
研
究
を
ま
と
め
て
世
に
問
う
書
物
と
し
て
、
ま
ず
正
義
基
底
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
哲
学
的
基
礎
を
解
明
す
る
本
書
初
版
を
刊
行

し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
哲
学
的
再
編
が
法
と
政
治
の
問
題
に
対
し
て
も
つ
理
論
的
・
実
践
的
含
意
を
敷
衍
す

る
著
書
を
立
て
続
け
に
刊
行
し
た
。
現
代
日
本
社
会
の
病
巣
を
剔
抉
す
る
『
現
代
の
貧
困
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
り
葛
藤
と
亀
裂
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
現
代
世
界
の
諸
問
題
を
考
察
す
る
『
普
遍
の
再
生
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、

さ
ら
に
正
義
基
底
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
法
理
論
的
含
意
を
探
究
す
る
『
法
と
い
う
企
て
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
が
そ
れ

で
あ
る
（
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
し
た
前
二
著
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一
九
年
に
岩
波
現
代
文
庫
版
と
し
て
再
刊
さ
れ
て
い
る
）。

　
四
〇
代
後
半
の
四
年
間
に
集
中
的
に
公
刊
さ
れ
た
本
書
初
版
と
後
続
の
こ
れ
ら
三
著
は
、
三
〇
代
前
半
か
ら
の
二
〇
年
弱
に
及
ぶ
私

の
研
究
を
集
大
成
し
た
「
四
部
作
（a tetralogy

）」
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
共
生
の
作
法
』
初
版
が
、
そ
の
刊
行
と
前
後
し

て
『
国
家
学
会
雑
誌
』
に
連
載
し
た
私
の
助
手
論
文
「
規
範
と
法
命
題
」
─
─
こ
れ
を
増
補
改
訂
し
た
単
行
書
が
木
鐸
社
よ
り
今
春
刊

行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
─
─
と
と
も
に
、
私
の
「
青
年
期
」
の
研
究
の
総
括
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
四
部
作
は
、「
中
年
期
」
に
お
け

る
総
括
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、「
中
年
」
と
い
う
言
葉
は
な
ん
と
も
寂
し
い
響
き
が
す
る
の
で
、「
人
生
の
折
り
返
し
点
」
に
お

け
る
総
括
と
呼
び
た
い
。
本
書
初
版
は
、
こ
の
「
折
り
返
し
点
四
部
作
」
の
嚆
矢
で
あ
り
、
言
わ
ば
そ
の
「
哲
学
的
原
論
篇
」
で
あ
る
。

二
　
時
代
背
景
─
─
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
夢
の
崩
壊

　
本
書
初
版
を
含
む
四
部
作
を
刊
行
し
た
私
の
人
生
の
折
り
返
し
点
は
、
二
〇
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
へ
の
転
換
点
と
重
な
っ
て
い
た
。

「
世
紀
の
転
換
点
」
と
言
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
暦
法
に
従
っ
た
世
紀
の
変
り
目
に
す
ぎ
な
い
時
期
に
「
時
代
の
転
換
」
と
い
う
よ

う
な
大
仰
な
歴
史
的
意
義
付
け
を
し
て
、
欧
米
中
心
主
義
の
旗
を
振
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
世
紀
が
変
わ
っ
た
か
ら

0

0

で
は
な
く
、
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世
紀
の
変
わ
り
目
と
偶
々
時
を
同
じ
く
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
様
々
な
領
域
で
世
界
が
激
動
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

背
景
も
影
響
も
異
な
る
様
々
な
事
象
が
錯
綜
し
、
単
純
な
図
式
で
当
時
の
世
界
の
変
動
を
総
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
書
の
問

題
関
心
に
関
わ
る
断
面
を
切
り
取
る
な
ら
、「
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
夢
の
崩
壊
」
と
呼
ぶ
べ
き
激
震
が
世
界
に
走
っ
て
い
た
。

　「
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
夢
」
と
は
、
世
紀
の
変
り
目
の
わ
ず
か
一
〇
年
ほ
ど
前
に
世
界
の
人
々
が
抱
い
た
希
望
で
あ
る
。
一
九
八
九

年
一
一
月
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
そ
の
翌
年
、
西
独
が
東
独
を
吸
収
合
併
す
る
形
で
ド
イ
ツ
が
再
統
合
さ
れ
、
一
九
九
一
年
末

に
ソ
連
が
崩
壊
、
東
欧
諸
国
も
ソ
連
支
配
の
軛
か
ら
解
放
さ
れ
て
民
主
化
を
進
め
、
冷
戦
は
「
東
側
共
産
圏
」
の
自
壊
に
よ
る
「
西
側

自
由
世
界
」
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
か
に
見
え
た
。
人
類
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
と
し
て
の
歴
史
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
最

終
的
勝
利
に
よ
り
終
わ
っ
た
と
す
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史
の
終
焉
」
論
の
ご
と
き
「
多
幸
感
（euphoria

）」
に
耽
溺

す
る
言
説
も
広
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
体
制
下
の
イ
ラ
ク
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
に
対
し
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
承

認
に
基
づ
き
、
国
連
多
国
籍
軍
が
軍
事
介
入
し
、
イ
ラ
ク
軍
を
制
圧
し
て
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
解
放
し
た
。
冷
戦
時
代
に
は
東
西
両
陣
営
の

常
任
理
事
国
の
拒
否
権
発
動
合
戦
で
機
能
し
な
か
っ
た
安
全
保
障
理
事
会
が
、
冷
戦
の
終
焉
に
よ
り
侵
略
に
対
し
実
効
的
制
裁
を
課
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
「
国
連
に
よ
る
平
和
」
の
時
代
が
到
来
し
た
と
喜
ぶ
言
説
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
一
般
人
の
間
だ
け
で
な
く
、

国
際
法
・
国
際
政
治
の
専
門
家
の
間
で
も
広
が
っ
た
。
軍
事
的
対
立
か
ら
の
解
放
に
よ
る
経
済
的
繁
栄
の
利
益
が
「
平
和
の
配
当

（Peace D
ividend

）」
と
し
て
世
界
に
あ
ま
ね
く
も
た
ら
さ
れ
る
と
の
期
待
も
伴
っ
て
。

　
こ
の
と
き
世
界
中
で
多
く
の
人
々
が
「
人
類
の
永
年
の
希
望
が
成
就
す
る
輝
か
し
き
未
来
」
の
夢
を
見
た
。
夢
に
浮
か
れ
た
。
し
か

し
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
が
生
ん
だ
こ
の
夢
は
、
そ
の
「
壁
」
と
同
様
に
、
ま
る
で
「
壁
」
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
、
脆
く
も
崩
れ

去
っ
た
。


